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【取組】 地域おこしの人材を活用した生活支援

【実施主体】 下北山村・ＮＰＯ法人サポートきなり

◆活動の概要

•高齢化が進む下北山村に、地域おこし協力隊（総務省）やふるさと復興
協力隊（奈良県）として村外から転入してきた若者が、行政や集落支援
員（総務省）等の協力のもと地元との調整を図り、ＮＰＯ法人を設立し、
生活支援を行っています。
※地域おこし協力隊
地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地域協力活動」を行う

※ふるさと復興協力隊
紀伊半島大水害からの復興活動等、地域協力活動を行う

※集落支援員
地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関してノウハウ・知見を有した人材が、市町村職員と連携し、集落の巡回、状況把握等を実施

•草刈りや畑の耕運などの地域での困りごとに、住民による応援隊が有償
で応える有償ボランティアの仕組みつくり、支援をされています。

•買い物、通院などの移動に関するニーズに対応するため、バスも電車も
ない地域での有償運送を、行政と連携しながら行っています。

•特産物の生産販売などに関わり、地域で採れた野菜を地域で買える場と
して土曜朝市も開催し、買い物の支援をされています。

下北山村
県南東に位置する、四方を山に囲まれた人口約１，０００人、高齢化率４５％を超える村。
和歌山県北山村や三重県熊野市に隣接している。

  
資料提供：奈良県社会福祉協議会

– 64 –



– 65 –


	表紙_単
	奈良県域地域福祉計画_本文_製版
	表紙_単



